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ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) 


1 一 ズ ィ クノ ルレ ( 唱 念 ) の 徳 


⑯ ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) に 関す る 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ 
) の 正しい 指導 : 














預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 偉大 か つ 粒 厳 な る アッ ラー 
を ズ ィ イク ル ( 唱 念 ) する こと に お いて 、 最 善 の 者 で し た 。 彼 は あら ゆる 時 と 
あら ゆる 状況 に お いて アッ ラー を ズ イ ィ イク ル Mi し で いま し た し 、 修 の 言 
業 は 全て アッ ラー の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) と 、 0 密接 に 関連 する 類 の も の で 
し た 。 ま た 彼 の 命令 と 禁止 令 と 法規 定 は 、 財 高 な る アッ ラー へ の ズ ィ ク ル ( 
結衣 條 の 伝 えた アッ ラー の 名 や や 必 性 や 行 各 規定 も また 、 
彼 の その 主 に 対す る ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) で し た 。 ま た 彼 の その 主 に 対す る 賞 奉 
や その 崇高 さや 栄光 の 讃 美 、 主 へ の 願い 、 かれ へ の 呼び か け 、 か れ へ の 恐れ 
や や 希望 な ど は 全て 、 そ の 主 に 対す る ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) だ っ た の で す 。 






















































































SN や 











久 この 章 で は 、 聖 クレ アー ン と 真正 な る 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 
平安 あれ ) の ハデ ィ ー ス で 言及 され た 、 イ スラ ー ム の 教え に 忠実 に 則っ た 
ズ ィ イィ クル ( 唱 念 ) の 数 々 を 取り 上 げ て いき ます 。 





人 @ 偉大 か つ 蘭 厳 な る アッ ラー の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) は 、 最 も 簡単 で 容易 で ある 
一 方 、 最 も 優れ か つ 僅 大 な イ バ ー ダ (上 昧 拝 行為 ) で す 。 ズ ィ ク ル ( 唱 念 
する た め に 舌 を 動か すこ と は 身体 の 運動 の 中 で も 最も 楽 な ちの で し ょ う 。 
デッラ ー は この 行い に 関し 、 他 の 行い に は 定め られ な か っ た よう な 徳 や 報 
奨 を お 与え に な り ま し た 。 























⑯ ズ ケ アァ クル ( 唱 念 ) と だ ゥ アー (祈願 ) の 形 : 


ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) と ドッ アー ( 願 ) は 本 来 、 声 に 出し ませ ん 。 声 に 出し て 
言う の は 、 イ スラ ー ム 法典 拠 に お いて その よう な 言及 が ある 場合 に 限定 され 
二 











1 一下 高 の ア ッ ラ ー は こう 仰 ら ちら れ まし た :・- 

そし て 朝 に 夕 に 声 を 上 げ る こと な く 、 自 ら の 内 で 慎 ま し く 長 れ な が ら 、 あ な 
た の 主 を ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) する の だ 。 ( 主 の ズ ィ ク ル に お いて ) 無頓着 な 者 
た ちの 仲間 で あっ て は な ら な い 。) , (クル アー ン 7 : 205) 





2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :・ 
あな た の 主 に 慎 ま し く 、 そ し て 密か に ドッ アー (祈願 ) せよ 。 か れ は 行き 過 
ぎる 者 を 愛 で ら れ な い の だ か ら 。, (クル アー ン 7 : 55) 
@ 偉大 か つ 注 厳 な る アッ ラー の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) の 諸 利 益 : 








偉大 か つ 蘭 厳 な る アッ ラー の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) に は 、 非 常に 沢山 の 偉 大 な 
利益 が あり ます : 
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盟 





それ は 最も 慈悲 深い お 方 (アッ ラー の こと ) を 悦 ば せ 、 シ ャ イタ ー ン ( 悪 
魔 ) を 放逐 し ます 。 ま た 困難 を 容易 くし 、 悪 を 遠ざけ ます 。 ま た 心から 苦悩 
や 心配 を 取り 除き 、 心 身 を 強固 に し ます 。 ま た 心 と 顔 に 光 を 与え 、 糧 を 呼び 
、 恐 怖 を 解消 し て くれ ます 。 そ し て それ は 、 天 国 に お ける 投資 な の で す 。 


























また 偉大 か つ 太 厳 な る アッ ラー の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) は 罪 を 消し 去り 、 ア ッ 
ラー の 懲 六 か ら の 救い を も た らし ます 。 ま た アッ ラー と その し も べべ の 間 の 疎 
遠 さ を 解消 し 、 し も べ に 対し て 更 な る アッ ラー へ の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) や か れ 
へ の 愛情 、 親 し み 、 悔 悟 、 緊 密 な 関係 な ど を も た ら す の で す 。 そ し て 崇高 な 
る アッ ラー を ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) する 者 は カ を 与え られ 、 蘭 厳 さ や 威厳 、 輝 き 
と いっ た も の で 包み 込ま れ ま す 。 そ し て 静寂 と 慈悲 に よっ て 妖 われ 、 そ の 周 
り を 天使 た ら が 飛 郊 す る の で す 。 ま た アッ ラー は か れ の 御 許 に ある 1 団 (天使 
た ち ) の も と で ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) する 者 を 褒め 称え 、 天 使 た ち は そ の 行い を 
吹聴 し て 回 り ま す 。 こ う 行 っ た 理由 ゆえ に 、 偉 大 か つ 昔 茂 な る アッ ラー は か 
れ が 常に ズ ィ ク ル ( 晶 念 ) され る よう に 命じ られ た の で す 。 至 高 の ア ッ ラ ー 

こう 仰 ら ちら れ ま し た *- 
信仰 (イー マー ン ) する 者 た ちよ 、 ア ッ ラ ー を 上 繁 に 念じ し よ 。 そ し て 朝 に 夕 
に か れ の 上 祭 高 さき を 讃え る の だ 。, (クル アー ン 33 : 41 一 42) 
























































@⑯ デル ニー バー キヤ ー ト ・ デ ッ ー ニ ザー リハ ー ト (来世 まで 継続 する 善行 ) 「 : 


1 一 「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー」 そ の 意味 は : アッ ラー が いか な る 欠陥 や 落ち 度 か 
ら も 無 勾 で ある 祭 高 な 存在 で あり 、 か れ の ルプ ブー ビー ゼ や ウル ー と ヒー ゼ に お 
いて いか な る 共同 者 や 参与 者 も な く 、 ま た か れ の 美 名 や 属性 に 相似 し た 存在 
本 tk だ ゆめ の ま です 。 


























2 一 「 ア ル テ ハ ム ド ・ リ ッ ラ ー」 そ の 意味 は : 全て の 賞 秦 が アッ ラー に こそ 
あり 、 か れ が その 本 質 と 美 名 と 属性 、 及 びそ の 行為 と 恩恵 、 そ し て 宗教 と 法 
に お いて 讃え られ る べき 存在 で ある と いう こと で す 。 








りー リグ ビー ャ イラ ー バ ハッ イッ ンシップ グー] て の 齋 味 は 、 デ アッ プー テ 外 に 真 に 球 
拝 す べき いか な る 存在 も な く 、 イ バー ダ (崇拝 行為 ) は か れ の み に 捧 げ ら れ 
他 の 何 も の も そこ に 参与 する こと は な く 、 い か な る 被 造物 も イ バ ー ダ ( 持 萌 
行為 ) を 捧げ られ る こと は な い 、 と いう こと で す 。 
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4 一 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 そ の 意味 は : 5 の の 、 
偉大 さと 栄光 が 属す の で あり 、 か れ 以 外 の いか な る も の も そこ に お いて か れ 
人 に 2 純 まる の で の AN で よい の と と の 








1 
訳者 注 : 「 ア ル テ バ ー キ ヤー ト ・ ア ッ テ サ ー リ ハー ト 」 は 語源 的 に は 上 記 の よう な 意味 で す が 、 そ の 具体 的 な 意味 
を 示す 伝承 が ほぼ 同じ 内 容 で 数 多く 存在 し て いま す 。 つ まり アフ マ ド 、 イ ブン ・ ヒ ッ パ ー ン 、 ア ル テ = テ ハー キム 、 ア 
ブー・ ヤ ァ ラ ー ら が アブ ー・ サ イー ド ・ ア ル テ フ ドゥ リー か ら 伝 える 伝承 な ど が その 1 つ で 、 そ こ で は 教 友 た ちの 「 
アッ ラー の 使徒 よ 、 そ れ (アル テバ ー キ ヤー ト ・ ア ッ テ サ ー リ ハー ト ) は 何で すか ?」 と いう 質問 に 答え る 形 で 、 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) が 「 (それ ら は : ) " タク ビー ル (アッ ラー フ ・ ア ク バ ル と いう 言葉 ) 
。 と と” タ ハ リー ル (ラー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー と いう 言葉 ) " と " タス ビー フ (スプ ハー ナッ ラー と いう 言葉 
) "と" タ ハ ミー ド (アル テハ ム ド ・ リ ッ ラ ー と いう 言葉 ) " と " ラー・ ハ ウラ ・ ワ ・ ラ ー・ ク ウ ワ タ ・ イ ッ ラ ー 
・ ビ ッ ラ ラー" で ある 。」 と 説明 し て いま す 。 
* 訳者 注 : いわ ゆる 主 性 。 つ まり この 世 の 創 造 や 管理 、 所 有 や 支配 な ど に 関す る 権威 。 
) 訳者 注 : いわ ゆる 神 性 。 つ まり 真 に 崇拝 され る べき 権威 。 
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0 ウッ ラ ャ クウ アミ ウッ アク ーッ ュ ク ウレ クッ イッ ター 窟 及 ジー の 意 球 
は : アッ ラー こそ が 真 の 威力 を 備え られ た お 方 で あり 、 か れ 以 外 の いか な る 
も の も 状態 を 変転 きせ た りす る こと は な く 、 ま た か れ の お 力 な し に は いか な 
る 行為 も 成就 され な いと いう こと で す 。 





@ 至高 の アッ ラー を ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) する こと の 徳 : 


1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :・ 
半生 ( の ウ ウ の こ と ) を ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) せよ 。 そ うす れ ば われ も 
、 あ な た 方 を (人 罪 の 赦し を も っ て ) 償 お う 。 そ し て われ に 感謝 し 、 忘 恩 の 徒 
届か の る の で は な が ない 。。 (クル デーン 2 5 02) 





2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ ま し た :・- 

(彼ら と は ) 信仰 し 、 そ の 心 が ア ッ ラ ー の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) で 平穏 で ある 者 
た ち (で ある ) 。 ア ッ ラ ー の ズ ィ イィ クル に よっ て 心 が 平穏 に な ら な いこ と が あ 
ろう か 。, (クル アー ン 13 : 28) 








= 介 が ツタ アー こう 州 全 れん 表し だこ 
アデ アッ ラー を 多く ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) する 男女 に は 、 ア ッ ラ ー が この 上 な い お 救 
し を ご 用 意 さ れ た 。, (クル アー ン 33 : 35) 














4 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 
使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 至 高 の ア ッ ラ 
ー は こう 仰 ら れ た :" われ は し も べ で が われ を 思う その 思い の 通り に あり *、 彼 
ら が われ を 念じ れ ば 彼 と と も に ある 。 も し 彼 が われ を 彼 自 身 の 中 で 念じ れ ば 
、 わ れ も 自 分 自身 の 中 で 彼 を 念じ る 。 も し 彼 が 集団 で われ を 念じ る の で あれ 
ば 、 われ は 彼ら より よい 一 団 (天使 た らち) に お いて 彼 を 念じ る 。 も し 彼 が わ 
れ に 手の平 分 だ け 近 付け ば 、 わ れ は 片腕 分 SR 
し われ に 刻 腕 分 だ け 近 付け ば 、 わ れ は 彼 に 両 腕 分 だ け 近 付く だ ろう 。 も し 彼 
が われ へ と 歩い て 来 た ら われ は 彼 へ と 走っ て いく が, 「 で 225 だ 
ー リ ー と ムスリム の 伝承 ) 
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ーー ター に アッ ラー の で 病人 選 あれ) 人 凡 言 いま たく リア デア ッ 
ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :" 主 を 念 
じ る 者 と 念じ な い 者 の 例 は 、 あ た か も 生 者 と 死人 の それ の よう で ある 。"」 

(アル テ ブ ハー リー の 伝承 り 




















⑯ ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) の 場 の 徳 : 


デル テア ガッ ル ・ ア ビー・ ム スリ ム は 、 言 いま し た : 「 私 は 、 ア ブー・ フ 
イジ と アプ ー ニ ャ サイ ー ドー アル ラン ド み リー (代り に アッ シー の ご 清 全 あ 

















訳者 注 : 例え ば 何ら か の イ バ ー ダ (崇拝 行為 ) を 行っ た 上 で 、 ア ッ ラ ー が それ に 報奨 を 与え て 下さ る と いう こと 
を 有望 に 考え る 者 は 、 ア ッ ラ ー が その 通り に 叶え て 下さ り ま す 。 一 方 それ に 懐 疑 的 な 者 は 、 ア ッ ラ ー も それ 相応 
の も の を も っ て 応じ られ ます 。 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 仰 ら れ ま し た : 「 ア ッ ラ ー に 対 
し て 希望 的 な 観測 を も つこ と な し に は 、 こ の 世 を 去っ て は な ら な い 。」 ( サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ) 

5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7405) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2675) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6407) 。 
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れ ) が 、 項 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 炎 の よう に 語っ た 
必 謎 書 し た こと を 、 溢 講じ し ます" 太る を が 座っ て 偉大 が つ 非 厳 な る アッ メッ ラー 
を ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) する な ら ば 、 天 使 た ちら が その 周り を 飛翔 し 、 慈 悲 が 彼ら 
を 表 い 、 静 寂 が 彼ら の も と を 訪れ 、 そ し て アッ ラー は か れ の 御 許 に ある 1 団 ( 
天使 た らち) の も と で 、 彼 ら を 褒め 称え る で あろ う 。" 」 (ムスリム の 伝承 り ) 





















































⑯ いか な る 集まり の 場 に お いて も 至高 の アッ ラー を ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) し 、 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 祝福 を 祈る こと の 義務 





1 一 至高 の アッ ラー う 仰 られ まし た : 
生ま の の 提 條 の (へ の 人 に 決 拓 た 直 天 お な の 





























2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 集 まり の 場 に 座 し て も 
、 そ こ に お いて アッ ラー の 御名 が 唱え られ る こと も な く 、 預 言 者 に 祝福 も 祈 
られ な い の な ら 、 そ れ は 彼ら に と っ て 後悔 の 元 で ある 。」 (アッ テテ ィ ル ミ 
ズィー と アフ マ ド の 伝承 り 



































5 
し 














3 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー が ズ ィ ク ル (上 唱 
念 ) され る こと の な い 集 まり か ら 場 を 立つ の は 、 ロ バ の 死体 同様 の も の か ら 
立ち 上 が る よう な も の で ある 。 彼ら に は 後悔 が ある の だ 。」 (アブ ー・ ダ ー 
ウー ド と アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 


と 























@⑯ 至高 の アッ ラー を 常に プ ィ クル ( 唱 念 ) する こと の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー う 仰 られ まし た :・ 

四条 辻 の 人 あの 2 還 の まで は 還る 引合 る の 2 の 
が ある 。 彼ら は 立ち 、 座 り 、 横 に な っ て アッ ラー を ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) し 、 天 
地 の 創造 に 思い を 馳せ て こう 言う : 「 私 た ちの 主 よ 、 あ な た は これ ら (の 創 
造 ) を 徒 に お 創り に な っ た の で は あり ませ ん 。 (その よう な 無益 さや 落ち 度 
か ら ) 人 遥か に 祭 高 な お 方 よ 。 私 た ち を 地獄 の 業火 の 懲 凡 か ら 、 お 救い 下さ い 
el) グル E07 0 1090190) 








2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :・ 
そし て サジ ラー (礼拝 ) が 終わ っ た ら 地 上 に 散開 し 、 ア デッラ ー の お 恵み を 求め 








7 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2700) 。 
8 


真正 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ッ ー テ ティ ルミ ズィー (3380) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2691) 、 ム ス 











ナド ・ ア フ マ ド (9580) 。 ア ッ テ ニス イル スィ イ ラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ (74) 参照 。 文章 は アッ テニ ティル ミズ ィ ー の も 
の 。 

9 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4855) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4064) 、 ス ナン ・ 
アッ テテ ィ ル ミズ ィ イー 3380) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (2691) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 
の も の 。 


4 


(努力 )) る の だ 。 そ し て アッ ラー を よく ズ ィ イィ クル ( 唱 念 ) せよ 。 あ な た 方 
は 恐らく 成功 する で あろ う 。, (クル アー ン 62 : 10) 














93 王 アプ ドッ ラー ブシ ジャブ スル (彼ら に アッ ラー の ご 満 憶 あ れ ) に よれ ば 
、 あ る 男 が 言い まし た : 「' アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝 
福 あ れ ) よ 、 イ スラ ー ム の 制約 は 私 に と っ て 多 過 ぎ ま す 。 で すか ら 私 が 遵守 
来る 範囲 の こと を 教え て 下さ い 。” (する と 預言 者 は ) 言い まし た 。* あ 
な た の 舌 を 、 ア ッ ラ ー の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) で も っ て 乾 か さ な いよ うに し な さ 
い 。′ 」 (アッ テニ ティ ルミ ズィー と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 り ) 


















































4 一 アプ ブー・ ア ッ テ ダ ル ゲ ダー ッ ゥ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た 
: 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言 いま し た :* 最 
書か つ 主 の 御 許 で 最も 清く 、 ま た あな た 方 の 位階 を 最も 高め 、 金 銀 を 施す こ 
まお あめ 湊 た 施 に と つら て よい と と を 教え で や る ろう が 9? (そし て で 実に それ は 
) あな た 方 が 敵 と 遭遇 し 、 互 い の 首 を 討ち 合う こと より も よい こと な の だ 。 

” (する と 教 友 た ち は ) 言い まし た :" ぜひ と も 。" (預言 者 は ) 言い まし 
CS 押 届 の チ デ タタ ジ ー の ペイ クル ( 目 念 ) で ある 、” | (アタ ディ ルミ ス 
ィ ー と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 










































































5 一 アー イシ ャ (彼女 に ブッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は どん な 時 で も アッ ラー を ズ ィ イィ クル ( 唱 
伝 ) し で いま し た 。」 (ムスリム の 伝承 う 











10 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (3375) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2687) 、 ス ナ 
ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3793) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3060) 。 文章 は アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 
も の 。 

11 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー (3377) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2688) 、 ス ナ 
ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ 0⑬790) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ 0⑳057) 。 

2 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (373) 。 
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